










































2. リスク (Risk) （最高0.20点）
手具操作において，交換において，相手の選手との関係において，移動において
A 9.5 + B 0.5 = 10点満点
参考までに，過去の8年間のうち実施された7年の団体総合順位を表2に示す。
表2世界新体操選手権大会・ワールドカップの団体総合順位
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国 3•3 2 • 2 • 2 6 その他 合計 演技時間
ブルガリア 13回 2回 1回 2回 18回 2分21秒
スペイン 9回 6回 2回 2回 19回 2分23秒
ロアイア 10回 3回 3回 1回 17回 2分15秒





































ーション な わ ボール レベル
プ 1 F5 
操作後，前方に投げる 前方に投げる
6m以上 s 投げの間もぐり回転1回 脚で受ける
）レ 4 
2 FlO 前方に投げる 前方に投げる 6m以上 s 
ガ
リ 回 3 F12 
なわを足にひっかけ身体に巻きつけた 前方に投げる 6m以上 s 
ものを後方に投げる 両足首にはさんで受ける
ア
4 F14 なわを両足で張り相手に渡す 後方に投げる。脚で受ける なし M 
前方に投げる 腹逗両い腕に支な持りで両全脚身にボールをの なわ
せ， を押し上げる 6m以上





ペ 4 2 F7 
開脚ジャンプで を跳び越える




3 F9 もぐり回転してなわを受ける 腹這いになり腕と背中でボールを 6m以上 s 
ン 受ける
前方に投げる 後方に投げる






座 になり腰の後ろでボールを受 6m以上 M 
ける
ロ
1本の形で後方にM一投G方げキをる受ックけ 前ボ方ールに投を受げるけながらMGキック2 F6 なわの持らち受手けの もう一方を 6m以上 s 
4 脚の間か
シ




4 Fl4 脚の間から手を出して受ける バウンドしたポールを脚の間から 6m以上 s 
腰と両腕で受ける
S一高級難度 M ー中級難度
(3)独創性 (Originality) とリスク (Risk)について
一般的に独創性（独創）とは，模倣によらず自分一人の考えで独特のものをつくりだすことをいう。規






















ブ つけ相手に渡す。 3人がなわを投げ， ジャンプ前転してなわを受
）レ
ける
ガ AとBかCとDにボールを投げ，ら前Dジ転のャす投ンるげプ。前たそ転なのわしを F13 
全員が手具を投げ， もぐり回転1回して受ける
AとBかEとジFャがンなプわををし投てげ受なけ， な
リ F15 わ上び越を か て
／ ア 跳 える。F18 なわをが足前に後か開け脚後方バランスして足となわの間を相手 ジャンプでくぐりぬける



















ロ 3人組になり，真中の一人の足になわをかけ，振り F2 
F7 子のようにする
シ








ブルガリアのF15 / F12~F13 スペイ‘の
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ロシアは， 2人組， 3人組または6人組でなわを張ったり，振り子のように扱うなど，他には見られな
いようなものを取り入れていた。ロシアのFl7, スペインのFl（スタート）は規則集における 1あるい
は3の種類に属し，造形美となっている。また，このような独創性の中でスペインのF12~F13のボール
をバウンドさせる際のなわ，ロシアのF7の足になわをかけている 1人のなわなど， これは手具の静止
(0.2の減点）と見られる箇所であった。
リスクについては，ブルガリアは個人技として2回取り入れていた。 1人ずつが手具を投げその間にジ
ャンプ前転して受ける，同様に 1人ずつが手具を投げ， もぐり回転して受けるというものである。規則
集における条件の2に値する。スペインにおいては， 3回のリスク全てが交換の中で行なっていた。この
リスクには高級難度となるものもあり， F15の交換は中級難度・リスク・独創性と多くの項目を持ち有
効な演技である。ブルガリアの個人技のリスクとスペインの交換によるリスクは対照的なものがある。
ロシアはスタートの演技 (Fl~F2)で個人技として 1回取り入れているだけで，他にはリスクと判断さ
れるものはなかった。
IV まとめ
1990年に新体操の規則が大幅に改正され，団体の構成における技術的価値と判断されるものに対し
ボーナス点という項目が加わった。ボーナス点には独創性， リスクの項目がある。独創性とリスクの定
義は明確に示されているが，実施された演技を正確にとらえることは難しい。
各国共に構成上数多くの独創性が組み込まれていたことは確かである。リスクにおいては，ブルガリ
アは2回，スペイン3回，ロシアは1回という結果であった。参考の為，構成の得点はブルガリアが9.8,
スペイン9.9, ロシアが9.9という結果が出ている。実際の競技会において，ボーナス点（独創性0.3と
リスク 0.2)の0.5があるかないかでは大きな違いが出てしまう。特に上位に位置する国においてはこの
ボーナス点での勝負とも言える。構成点のうち技術的価値としての9.5に関しては，規則集にもあるよう
に要索の数だけでなく多様性や音楽との関係が重要である。それらを含んだ上で，今回の演技分析の中
のボーナス点に値する要素を必ず取り入れなければならない。構成の得点における点数の配分に従い，
その頃目を処理しながら，まず10点満点の構成することが必要である。独創性については，判断の段階
で最も主観が入りやすいものと思われるが，感覚でとらえられる独創性ではなく，明らかに過去におい
て行なわれなかった組み合せや手具の扱いなどを，さらに研究し， リスクにおいては，規則に則った演
技を組み合せ，実施につなげていかなければならない。団体演技の構成をする上で，これらの研究結果
を参考にして，より高得点につながる日本の構成をしていく必要がある。
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